
企業における知財実務の実情紹介

鹿島建設株式会社

櫻井克己



略歴紹介

• 鹿島建設㈱ 知的財産部長

知的財産部に永年勤務。主に契約業務に従事

• 日本知的財産協会歴：

ライセンス委員長、業種担当役員、常務理事、副理事長

知財活性化PJリーダー、JIPAシンポジウム実行委員長

現在、オープンイノベーションWGリーダー、常務理事（再任）

• 政府の委員会委員を数件経験（主には産学連携関係）

• 技術経営修士・技術経営博士（研究テーマは組織間連携）



本日の説明内容

１．鹿島・知的財産活動の概要

２．知的財産業務の事例紹介

(1)知財情報の経営活動への活用・AI利用による新たな価値創出

(2)事業活動支援・R&D活動支援

(3)リスク対応

(4)社外連携・知的財産活用

その他、時間があれば…。
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１．鹿島・知的財産活動の概要



鹿島のご紹介

• 鹿島建設株式会社（KAJIMA CORPORATION）

• 創業：1840年（天保11年）

• 資本金：814億円余

• 事業内容：建設事業、開発事業、設計・エン
ジニアリング事業ほか



鹿島の歴史
洋館建築の鹿島 鉄道の鹿島

土木（ダム・トンネル）の鹿島 超高層の鹿島

海外への進出（現在、売上の４割弱）

「技術立社」を標榜し

「進取の精神」が会社の社訓



鹿島の技術開発

開発の技術分野は多岐に及ぶ。社外連携は活発



2025年：鹿島・知財活動についてのご紹介

• 日本知的財産協会会長に弊社会長押味至一が就任

• 知財功労賞（大阪･万博特別賞）受賞（2025年）

• EXPO2025 JPO-WIPOアワード（若者参画推進分野）受賞



■知的財産部の設立

知的財産部の創設の背景

１９７０年に本社特許センターとして設立

主要事項

１９４９年 技術研究所が設立

１９５０年 「発明新案に関する規定」が施行

１９７０年 特許・実用新案に力を入れ出し２０年が経過、
戦後の建設ブームに伴い、様々な工法開発
と実用化が進み、特許数が増加。知財係争
対応、契約への対応が多くなった。
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■知的財産の概念図
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無形・知的資産

➢ ノウハウやデータ、経験等は技術として形式知化して伝承する。
➢ 一方、発明は権利化を図り、これを事業に貢献するように活用を図る。

知的財産「対象」の広がり



自社事業の優位性確保のための知財

当社市場独占のため

他社が実施できないよ
うに出願・権利化

他社への権利行使のための知財

第三者を牽制する

権利行使

ライセンス

新たな共創の為
の知財

オープン・クローズ戦

略（独占分野と解放

分野の使い分け促

進）
新たな連携先開拓

従来からの活用 新たな活用

■知的財産の活用概念図 知的財産「活用」の広がり
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権利としての活用

⚫ 特許権＝独占排他権
(他社排除・牽制、自社実施権の確保、ライ
センスによる収益化)

情報としての活用

⚫ IPランドスケープ
(知財情報は技術情報の宝庫であり、他社の
戦略が分かる)



■建設業の知的財産の特徴

➢ 知財紛争の起こり易さ

建設業は国内に約４７万社（個人経営含む）存在し

、小さな会社も特許権等の権利者と成り得ることか

ら知財紛争が生じ易い。

➢ 共同研究開発が多い

永年の積み重ねの上にある成熟産業なので、革新的

な技術開発成果（知的財産）が単独では生まれ難く

他分野の技術との組み合わせにより開発成果を生み

出すケースも多い。

→オープンイノベーションには古くから馴染みがある

➢ 特許の数は産業界では中間的な位置にある

膨大な特許網で製品をカバーする電機業界と、1件の特許

でも製品を保護し得る製薬業界の中間に位置する。
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２．知財業務の事例紹介

（１）知的財産関連情報の経営活動への活用

“何の木を何処に植えるか”



① 発明の創出～出願～権利化までの対応

② 他社による自社の権利侵害への対応

③ 自社事業の妨げになる他社の権利への対応

14

２．（2）事業活動支援・R&D活動支援
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２．知財業務の事例紹介

（３）リスク対応



① 社外連携への対応
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２．知財業務の事例紹介

（４）社外連携・知的財産活用



Fine



幾つかの連携に関連する通説のご紹介
ー オープンイノベーションへの期待と対応策 ー

参考資料



そもそも、連携が成り立つとは…

• 交換関係が成り立つとは

• 経営資源の交換（何と何の交換か）

• 資源ベース理論

• 取引コスト理論
H型組織（ウィリアムソン）、中間組織（今井賢一）

• 知識の取引の費用が高いほど研究の内製（自主開発）が選択さ
れる。

• 企業は連携によって研究開発の費用とリスクを分担し、規模の経
済を活かして生産費用を削減し、取引費用を節約する。



共同研究開発（連携）の目的

• 連携することの目的は何か？
• 連携の目的（新規事業分野への展開70%、自社で不足の知識補充60%）

• ライセンシングは「既存」の知識⇔共同開発は「未来」の知識←不確実性
が高い

• メリットは何か。

• デメリットも検討したか。
例 →技術やノウハウが漏れる（特に同業間では問題大）。

→タダ乗り（参加者数多い場合）

• メリット・デメリット勘案して見合うものか。



補完し合う関係

• バリューチェーンの補完

技術と市場の補完が典型例

研究・開発・試作・事業化・販売・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・ｱﾌﾀｰ

ｻｰﾋﾞｽ

• 技術面での補完も多い?
• 互いのミッツングピースは?



誰がどこまで行うのか

• リレー形式

• 一気通貫形式

• 一般には、当該技術に情熱を持つ開発責任者が最後ま
で主導するのが良いとされている。

（組織と個人の関係、内部組織を跨る場合は難しい）

• 一人が初めから最後まで進めることは望めないケース
も多い。その場合にどうするか。



信頼関係

• 組織間の信頼関係

• 担当者間の信頼関係

（過去の連携が効果的）

• 機会主義について

• 共同研究の９４％は契約による

• 「契約の信頼」は、誠実に約束を守るというモラルと
いう社会通念上の規範に基づいている。

• ペナルティーの設定←発覚率←モニタリングコスト



どのような組み合わせか

• 垂直連携・水平連携

• 系列間の連携

• 大企業同士・大企業と中小企業間

• 産学連携

• 同業種連携・異業種連携

• 地域の遠近

• 連携形態によっての特徴（留意点）がある。

十分に意識（検討）されているか？



異業種連携

• 一般には、異業種連携の成果は同業種連携での成
果よりも革新的とされる。
（なお、水平連携での成果は、垂直連携での成果より革新的
とされている）

他方で、異業種連携の不成功理由も研究されている。
不成功理由

①目的の不明確
②リーダーシップの欠如
③市場無視
④情報活用能力の不足



プロセスについて

• マイルストーン

• ステージゲート

• ゲートキーパー

• 修正必要時への対応力（柔軟性）



主導（ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ）について

• 主導する存在の必要性は
• 主導社・主導者
• コア能力→主導権、パートナーを引き付ける能力

• 多くの有力企業が、パートナーシップにおいてイニシアチ
ブを取るために、小規模もしくは、それほど有力でない企
業をパートナーにしたがる。

• ほとんどの場合にパワー優位性を持つ側がパートナー
シップの調整役となる。

• 多くの場合、調整役が調達力、販売力を発揮する。
• 調整役のパワー行使は、信頼と相互関係の上に成り立つ
• コンフリクト（利益について）に際しては調整役の働き大



情熱

• 担当者に障害を乗り越える情熱はあるか

• 情熱とお金が実際は重要点かも…

• 知財や契約が却って、意欲を削ぐことになってはいないか
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